








ステロイド剤依存性,および抵抗性のネフローゼ症候群患児リンパ球のPHA,PWM,ConA に対

する反応を T4,T8,B7各細胞別に検討した。その結果いずれの subset についても機能不全

が認められ,細胞相互作用についても,協調系,抑制系ともに障害されている。しかし,その

本態は,主として B細胞機能不全によることが示唆された。好中球機能には著しい異常を認

めなかった。これら症例の治療には免疫賦活を目的とすべきであると考えられる。 


